



















そのイメージを明らかにし、更に 「少女性」との比較から心理学的な意味付けを試みた。「少女性」 とは 「少女」
という言葉に連想 されるような、「何にも制限されず、自分のなりたいもの何 にでもなることができる」自由な意






人間が生 きてい く上において、必ず到達 しなければならない心理的な発達段 階がある。例えば母子分離
の過程など、そこへ到達 していなければ、生 きてい く上で困難を経験す るようなものである。一方で、必
ず しもそこまで達 していな くて も良いが、そこまでの段階へ と到達できるとより良い人生が送れ得 る、そ
ういう心理的な段階 も存在する。筆者が本研究で論 じたいのはむ しろ後者に属するのか もしれない。誰 も
がそのような心理的に高次 なプロセスへ と進めるかと言 えば、それは難 しく、それ故に、ある種理想像 と
して描 かれる話であるか もしれないとは思 う。けれども、その ような理想的な段階へ と進むことが難 しい
か らと言 って、高次の、神話的なプロセスについて述べ ることが無意味であるかと問われれば、筆者はそ
うではないと考 えている。
今回、本論で述べ るような 「処女性」 にせ よ、備えな くても生 きてい くには困 らないが、その一端を垣
間見ることで人生 をよ り良 く生 きてい くための支えに出来得 る心性 もある。 また、心のケアを扱 う臨床場
面において、臨床家がそのようなプロセスを念頭に置いていることで、有用に治療 に働 かせることもでき
るか もしれない。
本研究で扱 うのは、その ような 「付価値」的な属性ではあるかもしれないが、心理臨床の現場 において、
また心理学的な展望 において、一つの有益 な指針 にな りうればと考 えている。
2聖 母マリア
2-1受 胎 告知
キリス ト教 において最 も有名な逸話に 「受胎告知」 と呼ばれるものがある。大天使ガブリエルが、マ リ
アに処女懐胎 を告げに来 るとい うのがそのエ ピソー ドであるが、以下に簡単に、マリアと大天使の遣 り取
りを述べ てお く。
大天使ガブリエル 「おめで とう、恵 まれた方。あなたは、あなたの神である主か ら恵みを受 けたので
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す。あなたは男の子 を産み、その子 をイエス と呼ぶようにな ります」
マ リア 「どうしてそのようなことがありましょうか?私 はまだ男性 を知 りませんのに」
(中略)
マ リア 「私は神のはしためです。お言葉どお りに、 この身に起 こ ります ように」
『新約聖書 ・ルカ伝 ・第一章』
これは不意 にマリアの前 に現れた大天使ガブリエルか ら、マ リアの受胎 を告知 される場面の一節である。
マ リアは懐妊 について思い当たることはない と、当惑の中で大天使に応 える。ガブリエルは 「懐胎 は聖霊
に よる もので、生 まれる子は神の子 となる」 と告げる。マ リアが畏怖 しつつ も、大天使 の言葉 を受 け入れ
ることで この有名な場面は終幕する。
ここでマ リアに伝 えられる伝承 について述べてお くと、マ リアは ヨアキムとアンナの娘 として生 まれ、
巫女 として12歳まで神殿で育てられた。(竹下1998)12の年 に聖霊に よって選ばれた年長の夫、 ヨセブ
に嫁 ぎ、14歳で身篭 り、告知を受けたとされている。カ トリックの典礼上ではこの受胎告知の 日は3月25
日とされ、この日はキ リス ト教の祝祭日となっている。
聖母マ リアに関する心理学的 ・神話学的解釈はあまりに多 く成 され、 ここで全てを述べることは不可能
であろう。古い神々を廃 し、キリス ト教が人 々に浸透 してい く中で、それまでに奉 られていた女神の系譜
を聖母マ リアが引 き受けていったことはあ まりに良く知 られているが、今回はそれについては特に述べ な
い。 この受胎告知の場面に見 られるマ リアの 「処女性」 について、それだけに焦点を当ててい くことが、
本研究の論旨に最 も相応 しいと思 われるからである。
さて、この 「受胎告知」の場面でマ リアは突然の天使の来訪に戸惑い、その申し出に狼狽 を隠せ なかっ
た。「あなたは身篭 りました。怖が ってはいけませ ん」 と告げ られた ものの、彼女 は若干14歳、約2000年
前 と現代 の寿命感覚 にずれはあるにせ よ、マ リアは神殿の巫女と して育てられたため男性経験はなく、だ
か らこそ、彼女 には妊娠 に思い当たる節がなかった。告げられた内容は、マ リアに してみれば荒唐無稽 な
ものであ り、普通であれば反駁するか、それこそ拒否 したところで不思議ではなかっただろう。マ リアは
現代的な意味での 「処女」であったとされ(真 実の ところは どうであれ〉、それ故に彼女の懐胎は 「奇跡」
として宗教的に重 きを置かれていることは言 うまでもない。
2-2「 処女 」
ここで少 し話題 は転換するが、歴史学的な 「処女」の意味の変遷 について述べておきたい。
現代的な 「処女」 とは一般 的に男性 との性体験の無 い女性 を指す ものであ り、「処女性」 とはそのよう
な女性の属性 を意味 していると考 えられる。現代では処女膜の有無などで 「処女」であるか否かの真偽 を
確かめ られることもあるが、そ もそ も処女膜 という生物学的な器官の発見 自体、極めて最近の出来事であ
った。(小田1996)こ れは 「処女」 とい う言葉その ものが登場 した19世紀以降の医学的知識であって、
普遍的な観念ではない。経験的に、女性の破瓜の際に出血が認め られることは知 られていたのか もしれな
いが、 これが必ず しも万人の現象であるか否かは、疑 われて然るべ きであ ろう。女性の性体験に関する、
男性の潔癖なまでの関心 については本旨から外れるため敢 えて詳述 しないが、このような意識はまた極め
て近代的であ り、古代 の母権制社会においては、生まれて くる子の父親を認定する習慣す らなかったこと
は付け加 えてお く。
文明化される以前の母権社会、乱婚社会においては、男女は無差別 に婚 を通 じていた。その結果、女性
が妊娠 した子の父親 を特定す ることは難 しく、だからこそ子の父親は母の 「夫」 とい う続柄 を持つ人間で
しかなかったのである。 このような文化においてはいわゆる 「処女性」 一夫 となる男性 と婚 を通 じる以前
に、彼以外 と性交渉 を持 ったかなどと考 える概念 などは勿論存在せず、つまり現代的な 「処女性」 とは子
の父親 を特定 しなければならなくなった、父権制社会以降の産物である と説明で きる。古代 ギリシャにお
いては既 に母権制 から父権制への移行が見られるようになっていたが、この時点でさえ 「処女」とは 「誰
にも従属 しない女性」 という意味で しかな く、性体験の有無 とは無 関係であった とされている。私生児 を
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持っている女性で さえ男性 に依存 していなければ、「処女」=「 パルテノス」 と呼ばれたのである。父権
制の基盤が固まるにつれ、このような女性たちの地位は低下、ある男性の妻 という誰かに属 した女性の地
位が高 まってきたのだという歴史的な経緯があ り、その中で女性の潔癖性が強 く求められるようになった
と推測で きる。特定の男性 に属する特定の女性は、そのほかの男性に従属 した(=性 交渉 を持 った)と い
うことがあってはならない、その ような価値観の中か ら現代 の処女性の意味が派生 してきたのであって、
元々は父権制 を乱 さないための必要条件、妻の子の父親 を特定するための女性への規制で しかなかったの
である。現在の処女性の根本 とは、結婚以前 に男性 を通わせたことの無い女性、つ まり、婚姻後に子を孕
んだとき、そのこの父親 を明確に特定するための システムだったと考えられる。(Devereuxl994)
現代の処女性 と本来のそれ とは意味が大 きく異なっていると、 このような経緯からも容易に理解するこ
とはできる。 ここで、聖母マ リアの逸話 に話 を戻 して、本来の 「処女性」についての考察を加えていきた
いo
2-3「 処女性 」 とは
マ リアは 「受胎告知」の場面 において、まさに 「思い当たる節の無い」「父親 のわからない」子 を懐胎
した ことを告げられる。理不尽な告知だと、理解 しかねる話だと、彼女が突き返 したところで無理 もない
報せ に違 いなかった。けれども、マ リアは 「何故」 とその身に起こった不可思議 について理由を問い返す
わけではない。「どう して起 こるだろ うか」 とは反意疑問であって起 こりうるはずがないのに、とい う意
味に過 ぎない。マ リアは結局 には、何故彼女の身にそのようなことが起 きたのか、を大天使に問い掛ける
ではな く、大天使 を追い返すで もなく、彼女の運命 を受 け入れることを選んだのである。「仰るままにな
るように」 とい う彼女の態度は受容的であって、けれ どもそれはただ単 になされるが ままに押 し流 されて
いる受容性ではない。戸惑 い、疑念を抱 きなが らも、マリアはわか らぬことはわか らぬまま、あ りの まま
を受け入れるという態度 を示 している。(玉谷1985)彼 女の身に起 きる 「全て」 を知 りたい、知 らねば
ならないと無闇に問い掛けることは しない。彼女 自身把握 しえない、制御できない ことはあるがままとし
て、受け入れることを自ら選んでいる。その ような絶対的 な運命、彼女の智慧では理解で きないこと、彼
女の手では制御できないことがその身に起 きたか らと言って、マ リアはそれによって何を揺 さ振 られるこ
とがないか らである。絶対 的な独立性 を備 えていればこそ、彼女は彼女の手に負 えない世界を も甘んじて
受け入れることが可能になる。 どのような運命 を前 に しても、「受け入れること」 を選べるのである。こ
の ような 「絶対的な独立性」、そ してそれ故に叶 う 「主体的な受容性」 こそが 「処女性」の本質であって、
この 「処女性」 を備 えればこそ、女性は 「臓 れ」ないのである。「処女性」の本質はその 「臓れなさ」で
ある と考 えられるが、それは、どのような運命を受け入れて も揺るが されない自律性、独立性 に由縁す る。
古代ギ リシャで 「パルテノス」 と呼ばれた 「処女」の本来的な意は 「誰にも従属 しない女性」 というこ
とであった とされるが、これは 「処女性」の本質的な意味 に由来するのではないだろ うか。
3女 性にとって避けられぬもの 一 血のイニシエーション
聖母マリアのエピソー ドを眺めた ときに、女性には避けては通れぬ運命があるということがわかる。そ
れは幾 ら問い掛けた ところで、ある 日突然、思い もがけずやって くる ものでもあるだろうし、何故と尋ね
た所でその本質的な理由など我 々には計 り知れない もので もある。女性はその身体 を通 してイニシエー ト
されるというが、そのイニシエーシ ョンこそ女性が女性 自身、掌握できない一つの運命で もある。
女性のイニシエーションは血と密接に関わっていると言われる。初潮に始 まり、破瓜、妊娠、出産 と心
身が成熟 してい く過程 には必ず血が伴 う。 このような身体の変化は女性 自身に意識 されないまま、意図 さ
れないまま神秘の内に内界で生 じるのであり、彼女の意思では制御で きるものではない。逆 らおうとどれ
ほど試みたところで時が くれば否応無 しにこのような身体の変化は生 じ、 この身体的な変化 を通 して女性
はまたイニシエー トされてい く。 この ようなイニシエーションは女性にとって特有であるが、この 「受け
入れるしかない」 というあ り方が、この儀礼の本質であると考えることはできるだろう。女性 のイニシエ
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一シ ョンは、「ありのままを受け入れる しかない」、彼女の身に起 こることを 「ただ、受け止めてい くしか
ない」、 という態度 を繰 り返 してい くことが一つの本質で もあって、その中でこの ような絶対的な受容性
を獲得 してい くことがで きるのか もしれない。絶対的な受容 を強い られる過程 を経ることで、揺るがない
自律性 を備 えていけるようになる とい うことが、この通過儀礼の意義であると考えることもで きるだろう。
自らの理解 を超 えるか らといって、 自らの思 うままに制御で きないからといって、彼女の身に起 こる現
象 を否定 し、擾ね付けて生 きてい くことはまた、女性 にとって難 しいことで もある。全てを自身の意のま
まに制御 したい、彼女の世界全 てを知 りたい、そ う欲望す ることは 「傲慢」で もあ り、それは 「少女性」
と呼ばれる心性に属す るものである。 これは、 ここまで述べて きた 「処女性」 とは対極をなす心性で もあ
る。
4「少女性」とは
「処女性」 と一見類似 しているようであ りなが ら、以上に述べて きたような意味で 「処女性」 とは異 な
る心性 を、ここで定義 したい と思 う。それは 「少女性」 と称 されるべ きものであ り、 この 「少女性」の定
義 は高原(1999)の「少女型意識」 というものに拠っている。高原はこの 「少女型意識」の命名の理由を
「これが決 して現実の少女にだけ独 占されるものではないことを示すため」 としているが、 この高原の説
明か らも、以下に述べてい く心性が少女のみに見 出される意識ではないことが理解 されるだろう。 より普
遍的な、「少女」ではない我 々にとっても親近な心性であることが理解で きる。「少女」 という言葉により
凝縮 されうる心性、そ ういう種類だ と考えるべ きである。元々は 「少年」(男色が流行 した時代のお稚児
など)に も見出 される意識、性質であると高原は述べているが、ここでは少女性、少年性 のその類似点、
差異については敢 えて触れず にお く。
「少女型意識」すなわち、「少女性」が求めるものとは 「自由」 と 「高慢」であり、それ故に 「少女性」
はこれを持つ人格を押 さえ付 けようとする圧制的な力 を何より嫌 う。彼 女(こ こでは少女性 を持つ女性 を
扱 うため)を 押 さえ付 けようとす る支配的 な原理への鋭 い批判 と自己主張 を抱 き、そ こから逃れたい と
「自由」を渇望 し、押 さえ込 もうとする枠 に自分だけは納 まるまい と懸命に抗 う。支配的 な原理 とは、男
性権威主義的な社会原理であることも多いのか もしれない。押 さえ込 もう、束縛 しようとす るあらゆる力
に屈 しない とい う 「高慢(誇 り)」こそが 「少女性」の本質であ り、高原はこの ような性質を 「少女」 を
扱った多 くの小説、文学の中に見出 している。
「少女性」 とはどのような性質であるか、 より具体的に高原(1999)の言葉 を借 りて以下に記す。「少
女型意識」、つま り 「少女性」 は、「意識はいかなる形 を取 ることもで き、何 にで もなれるとい う感覚、 自
己が多様であ りうるという感覚、それが外部から固定 されず、自在 に選択で きる という感覚、また次 に何
が 自己であるか さえ予期で きないという感覚、これらを押えつけず にいられる状態」を 「自由」であると
考え、その 「自由」 を追い求めるようとする。「ただ一つの主体に自己の全てを担わせ ようとするシステ
ム(筆 者注:男 性優位社会など、女性の役割、母、妻などをして女性の自我 を担 わせ ようというシステム
のこと)へ 批判的で もある。」 「自我の多様性、多重性、可能性」 を何 よ り尊 び、「その 自由を阻害 し、全
てであ りうる筈の 自分 をただ一箇所に収敏 させようとする外からの圧力全てに反発する。」
「少女性」 とはまた、世間的に好 ましい(と かつて思 われていた)女 性のあ り方、母、妻 としての役割
を引 き受けることで、個 としてい られな くなることを恐れる感覚で もある。 またそのような世間的な役割
から抜 け出そ うと試みるために、「少女性」はまた 「異端」「変人」 とい うレッテルを張 られてしまうこと
にもなる。
「少女性」を持つ女性(少 女 と呼ばれる年代 に拘る必要はない)は 「母」 とい う役割 に押 し込められる
ことを恐れるために、「子 どもを産む」 とい うことを拒絶す る。理想的には無論、子 を産んだからとい っ
て 「母」とい う役割 に占有 される理由はないが、社会は どうしても子 を産んだ女性 に 「母」 という役割 を
与 えたがる。配偶者を持つ女性 に 「妻」 とい う役割を与えたがる。「少女性」 とはこの ような無個性化 を
認めないとい う批判的な態度であ り、必ず主体批判的に抵抗することがその本質である。抑圧 されればそ
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の圧力 に対 して必ず反抗するような態度が 「少女性」の本質であって、それはあ らゆる自律性を尊び、あ
らゆる他律的な限定 を避けて逃亡 しようとする。
このような 「少女性」にとっては、制御で きない自己の身体で さえ、「他者」、「抵抗するべ き外的な力」
にな りうる。自分 を 「女」 にするまい、「女」 になることを恐れる心性が 「少女性」の本質の一つである
ことには違いないだろう。すなわち、意のままにならない女性 と しての身体、時が くれば初潮を迎え、彼
女自身理解 し得ないところで子 を孕む、そのような自分 自身であって自分 自身の制御 し得ない ものへの畏
怖で もあるだろう し、 またそこか ら押 し付 けられる社会的な役割への恐怖で もあるだろう。 どちらも 「少
女性」 を備 える自我の自由を失わせる ものだからである。
5原 初の女性 一 イブ
ここまで述べて きた ように 「少女性」 とは、 どの ような力にも支配 された くない、彼女の周囲の世界を
む しろ彼女自身の支配下に置いておきたい、彼女の世界全てに彼女の意思 を働かせ たいという、そのよう
な心性で もある。マ リアに見出せた 「処女性」が、彼女の身に起 こる出来事全てを甘ん じて受け入れ、そ
れでいて揺るがない独立性、自律性である とするならば、「少女性」 とは意に染まない出来事 に抵抗する
ことで守 られる 「臓れなさ」 であると考 えられる。その ような圧力に立ち向かった結果守 られる 「稼れな
さ」である。「臓れなさ」、 という意味で 「少女性」 と 「処女性」は類似性 を持つが、この二者の類似性 と
相違点 に関 しては後 に詳細に考察 したいと考 えるっ まずはここでは、その二者の比較をより明確 にするた
めに、「少女性」の特質の一つであ る 「傲慢 さ」を読み取 らせ て くれる 「原初の女性」 イブの逸話 につい
て述べたいと思 う。イブとは旧約聖書に見 られる最初の女性 であ り、最初の男 ・アダムの妻である。イブ
は楽園 において禁断の果実を口に し、「原罪」を生んだ女性 とされている。
『旧約聖書一創世記』 においてイブはアダムの妻 として彼の肋骨か ら作 られた。二人は豊かな楽園に住
まわされ、ただ一つの禁忌を犯 さない限 りは、その安住を保証 され、守 られていた。ただ一つの禁忌 とは
「(エデンの)園 の中央にある木の実を食べてはいけない。 また触れて もいけない。おまえたちが死ぬ とい
けないからである」 というものであるが、イブはエデンの園にいた蛇に唆 され、ついにその果実を口に し
て しまう。「いいえ、あなた方は死には しません。それを食べ るとあなたの 目が開かれ、善悪 を知 り、神
の ようになれることを神は知っているからです。」だか ら神は禁 じたのだと、蛇 はイブを唆 した。
件の実 とは 「知恵の実」 と呼ばれる ものであ り、イブはアダムにも分け与 えた。それを口に した結果、
二人は共 に目を開かれることにな り、互いが裸であることを知るようになる。二人は自分たちが裸である
ことを恥ずか しいと感 じ、神ヤーウェの訪れの際にもその身を隠 して しまった。 こうした彼女たちの自意
識が、神 に二人が禁忌を犯 して しまったことを知 らしめることとなり、二人は神 よりこのような質疑を受
けることとなったのである。
「誰があなたの裸であることを教 えたのか。お まえは私が食べてはならない と命 じておいた木の実を食
べたのか。」
アダムは答 える。「私の連れとして くださったあの女が木からとって くれたので、私は食べ ました。」
これを耳に した神はイブに 「何 ということを したのか」 と問い詰め、イブは 「蛇が私 を迷わしたので食
べま した」と答 えた。イブはその結果、原罪 として産みの苦 しみを与 えられ るようになった とされている。
「私はあなたの産みの苦 しみを大いに増す。あなたは苦 しんで子 を産む。それで も尚、あなたは夫を慕
い、彼はあなたを治め るだろう。」 と。イブはその原罪故に、苦痛 を伴 った出産を運命付 けられた。同時
に男性への従属 も自明のこととされ、女性にとっての男性 との関係や出産は、イブによってネガティブな
もの(=原 罪の産物)と なったのである。
禁忌を犯 したアダムとイブは安住の地、エデ ンの園から追放 され、苦難 に満ちた運命 を辿 ることになる。
ここまで書いてきたのはイブの 「原罪」 と楽園追放に纏わるエピソー ドであるが、 この 「原罪」 によっ
てイブ とマ リアは対比 される。イブが 「不信」によって犯 した罪 を、マ リアが信仰によって解放 した と、
イブが好奇心によって転落 させた人間の地位 を、マ リアの 「不知」 によって回復 したと表現される。
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楽園追放に至るまでの この場面 についても述べるべ きことは多 く残されているが、その前に結論 だけを
簡単 に記述 しておきたい。それは まさにイブとは、彼女の手 に追えないもの、知 らな くても良い ものを無
理に知ろうとしたが故 に罪 を犯す こととなった女性であ り、彼女の態度は 「物事 を知 らず しては受け入れ
られない」 というもの に他 ならなかった。神 はイブに(無 論 アダムに対 しても)「無知」であることを求
めていた。理由は聞かせずとも、彼女達に対 して盲 目的に受 け入れることを望んだのである。 この場合の
盲 目的 とは否定的な意味では勿論、ない。見な くても良い ものは見 なくて良い もの として、「それは人間
の手には負えないのだから」秘密のままにしてお くことを求めたのである。彼女の理解 を越える ものであ
って さえ、だからこそ、理解 できない ものは理解で きないままに一心 に受 け入れることを求めていた。 イ
ブは蛇の誘惑 に唆 され 「知 りたい」 とい う自分を殺すことがで きず に、「知恵の実」 を口にすることにな
ったが、 イブが体現する ものは、一つは 「好奇心」である。これは 「知 りたい」 という欲求であ り、「知
らねばならない」 とい う態度で もある。「知る」 ということは、世界 を彼女の理解の下に置 くことであ り、
彼女の世界 を、その秘密 を知 ることは、世界 に彼女の意思を働かせる第一歩でもある。人間が本来知るこ
とので きない秘密を垣間見たい という欲求は、世界を彼女の意の下に置 きたいというそれでもあって、そ
れは まさに 「高慢」である。「少女性」 とはこの ような意味の 「高慢」で もあ って、イブに垣 間見 られる
ある種の邪気のな さは、この 「少女性」に由来するようにも見て取れる。
「少女性」 を備 えた女性は、時 に彼女 自身の身体 さえ、思 うままにならないと否定す るが、人間の身体
の神秘 を制御 しようということはまた不可能 な仕業であることは言うまで もない。それで も 「少女性」は
知 りたいと、彼女の意のままにしたいと切望 し、彼女の思 うままにならない 「力」に抵抗す ることもある。
「自由」 を渇望す る心性は時にそのように働 くこともあ りうるのである。
6イ ブ とマリア 「少女性」と 「処女性」
「少女性」は世界 を自分の支配下に置 くことを切望する。「少女性」 とはそれを持つ個人を押 さえつけ
ようとする力、支配 しようとい う力に抗 う心性であ り、何 ものか らも自由であ りたい と切望する心性で も
ある。そのためには 「少女性」はその身に起 きる現実、世界を全て掌握 していなければならず、だからこ
そ 「不知」は許 されない。イブが禁断ときつ く戒め られて尚 「禁断の実」に手 を伸ば して しまった態度は
この意味で 「少女性」に由来するだろう。何 も知 らされない ままで、「絶対的に世界 を受け入れ よ」、と命
じた神 に対 してイブはその禁忌を守れなかったわけであるが、これはマ リアの、理由を問い返 さず して受
胎 を受け入れた絶対的な受容の態度とは対極をなす ものである。
イブは蛇に勧め られるままにその提案を 「受け入れた」。イブに持 ちかけた蛇が象徴する ものは、一つ
にイブの好奇心 とも解釈で き、つまりはイブの分身 とも読み取れる。禁忌 とされている果実 に手を出す こ
とを良 しとしてしまったイブの中には、そうしてさえ 「まさか自分が罰せ られる」 とい う想像が働いてお
らず、だか らこそイブは簡単 にその罪 を犯 して しまった。「それだけは犯 してはならない」 ときつ く罪を
戒めていた神でさえも、イブの 「少女性」の前では彼女を制御する力足 り得 なかったのである。「少女性」
は時には極めて無邪気であるが、それは 「彼女にとって不都合な ことなどこの世界 に起 こりえない」 と一
心 に信 じられる、そのような心性 に頼る もの と考 えられる。そ して このような心性 は 「高慢」 であ る。
「少女性」 は彼女 を取 り巻 く世界隅々にまでその意思 を行 き渡 らせたい と切望するが、これは全 く神の仕
業 に他 ならないと言えるだろ う。「少女性」 とは彼女が思 い描 く万能像、絶対的 な理想像に 「なりたい」
と憧憬する心性である と.高原(1999)も述べているが、この意味においても 「少女性」 とは 「神 にな りた
い と憧憬する」心性 と考 えることもで きる。
だからこそ、「少女性」 においては、禁忌は禁忌足 り得ず、容易にその則を踏み越えてしまう6地 に足
の着かなさ、浮遊感 こそ 「少女性」のまた一つの特質である と説明で きるが、彼女 を縛 り付けるものはそ
の世界においては何 も無い。「少女性」は 「知 りたい」 と思 うままに 「禁断の果実」 に手 を伸 ばし、「彼女
を取 り巻 く世界 を掌握 したい」という切望 を満たす。楽園の蛇 はその実を口にすると 「神の ようになれる」
と唆 したけれども、イブはその誘惑 に勝 てなかったと言 うことになる。
『女性における 「処女性」に関する臨床心理学的研究』 一 「少女性」との対比から 161
グリム童話 『トルーデさん』に登場する主人公 もまたこのような 「知 りたい」誘惑 に勝 てなかった少女で
あるが、彼女は好奇心 に唆 される ままに、恐 ろしい トルーデさんに会いに行って しまう。 トルーデさんは
魔女であり、魔女のあ りの ままの姿 を垣間見て しまった少女はその身を棒切れに変えられて しまい、暖炉
で燃や されて しまうという末路 を辿ることになった。この少女 もまたイブ同様 「知 らなくても良い もの」
を知ろうとして しまったために、致命的な運命に従わされることとなったと考 えることがで きる。イブは
アダム と共に楽園を追放され、『トルーデさん』の少女はまさに死 を迎 えることとなったのであるが、 こ
れらは、「少女性」の行 き過 ぎた 「高慢」が、自己を殺 すという一つの例 と読み解 くことができるのか も
しれない。一方でこの ような 「高慢」、ひいては 「好奇心」 こそが、それまで彼女 たちが生 きていた世界
を変える契機を引 き起 こして くれるとも言えるだろうが、その意味 については今回は述べない。「少女性」
を備 えていた個人が、これまでの 「楽園」の ような世界から追放 されることにより、ついには苦難の多い
現実の世界で生 きてい くことを余儀な くされることは間違いない。だが、これはまた人が生 きてい く上で
当然必要なことでもある。本論ではその点 に関 しては次の研究課題 として考察 を割愛するこ ととし、「失
楽園」せ しめた 「高慢」について専ら焦点を当てたい と考えている。
「少女性」 は知るべ きではないこと、知らな くても良いこと、手 を出してはならない、手 を出せない領
域があるということをまた知 らない。 この点で 「処女性」 とは大 きく性質を違えてお り、一見類似 した心
性のように見えて、意味 を違 えている。「処女性」 とはマ リアに見 られたように、知らない ものは知 らな
い ままに しておける、そのような心性である。
ここまで述べてきたように、マ リアに見 られる 「不知」の態度は、「少女性」の 「高慢」 とは異 なって
いる。「少女性」が世界を知 らず して受け入れ られないの とは異 なって、「処女性」は知 らず して受 け入れ
られる力で もある。マ リアはガブリエルに対 して、彼女の受胎の意味 も理由も、その神秘 も明か してくれ
と切望することはしなかった。当惑 しなが ら、受け入れ難い と迷いなが ら、結局何 も聞かないまま、「あ
るがままになるように」 と心 を決めて告知 を受け入れたことは、エ ピソー ドに描かれている。これはマリ
アの 「処女性」 に拠るが、「処女性」 とはどの ような事態 を受 け入れて も揺るがない主体性、独立性、自
律性であって、だか らこそ逆 に、全てを受け入れることが可能になる。「処女性」が掌握 しきれない世界
をその まま受け入れたとしても、「処女性」その ものは何 ら損 なわれる ことがない と確信で きるか らであ
る。受け入れるのが正 しいか正 しくないか を自問する必要 もない。「処女性」 においては、どんなものを
受け入れて も、その独立性、主体性が損 なわれる恐れはないからである。これが 「処女性」の 「稼れなさ」
に他 ならず、マ リアは本当の意味での 「処女性」を確立 したと読み取れるだろう。マリアはその結果 「神
の子」 を受胎 した と考 えられるが、マ リアが孕んだのはまさに 「神」であった と考えられるのか もしれな
いQ
「神」 にな りたいと切望 した 「少女性」 と 「神」 をその身の内に宿 した 「処女性」 とは、 ここにおいて
も大 きな差が見出せるのではないだろ うか。「神」 とは世界その ものであると考 える時 に、そこには世界
と自己 との距離の取 り方 とい うものが伺えるように思われる。
7「 少女性」と 「処女性」 一 その世界のあ り方
マリアと対比で きる、イブの 「少女性」 においては、「知 らない」 ことが許 されないということはここ
まで述べてきたとお りである。「少女性」 は緊急的 に世界 を、つ まり対象を知ってお らねばならず、それ
は世界 と自己 との関係が未分化であることに起因すると考 えられる。『創世記』においてイブはアダムの
肋骨 より作 られたとされている。 ここか らも見 られるようにイブの他者 との関係 は完全 な一体的結合とし
て捉 えられ、この二者の間には自他 関係は存在 しなかった。(玉谷1985>「我が肉よりの肉、我が骨 より
の骨」 とアダムがイブを呼んだことか らも、二人の関係 には分離は存在せず、完全なる合一 として結びつ
いていたことが伺 われる。このような他者関係のあ り方においては、自他は未分化であり、同一化 して し
まっていると考えられる。このような二者関係は原初の母子一体感 にも類似 している と想像で きるが、互
いの問の距離 を適切に確保することはで きていない。一方の人間の、相手の見る目は直接的であ り、自身
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を眺めるように相手を見 ることになって しまうため、その眼差 しは欲求的、 自体愛的な ものにならざるを
得 ない。冷静に、 自己 とは異なる存在 として対象を見るためには自己と対象の間に適切 な距離が必要とな
る。この距離がないとなると、対象 を 「知ろう」 という態度は直裁的、衝動的になって しまって、対象 を
「知 らない」 ということが許されな くなるのか もしれない。このような自他未分化の、分離がなされてい
ない対象関係においては、互いは常 に緊急的に知 っておかねばならず、それ故 に見 ないでお くことがで き
な くなる。これはイブの態度の説明になる。 イブは他者であるアダムとも未分化に結びついていたが、禁
忌 を与 えた神 とも、説話的に も未分化であった。神 とアダムとイブは 「三位一体」 として存在 していた と
説明される。イブはその 「少女性」のために世界を掌握する神 にな りたい と憧憬 したが、彼女 と神は真実、
未分化だった とい うことである。彼女は神その ものであって、彼女を取 り巻 く世界 その ものであった と考
えることがで きるのである。「神」 とは 「世界」の真理を掌握する、「世界」の創造者であって、統治者で
あるか らである。
ここに 「少女性」の世界のあ り様 をまず伺 うことがで きる。
「神の子」 を受胎 したマ リアへ一方 目を向けると、「処女性」 と 「世界」 とのあ り様 を読み解 くことが
で きるだろう。マ リアは受胎告知の場面 において、イブ同様 「知 らな くても良い」 というタブーを課せ ら
れたが、結局、彼女の身に起 こる事柄の真実全てを彼女が知 らされることはなかった。端的にこれから起
こ りうる現実について述べ られただけのマ リアであるが、マ リアは知 らない ことは知 らないままに、ある
が ままを受け入れることを選 んだ。彼女は 「知らない」ことで彼女の独立性 を揺るが されることがなかっ
たからであり、同時 にこの ような態度を持つ ことで対象の側の独立性 を守 った形になると考 えられる。マ
リアに見られる 「処女性」の 「不知」は対象の秘密を侵すことはしない。何をおいて も知 らなければなら
ない という態度は、対象 と主体 との間に距離が保てていないために生 じる衝動であると 「少女性」におい
て述べたが、マリアは この二者の問に距離を適切 に保てていたと考えられる。 自己と他者、自分 と世界は
互いに独立物であるとマリアは客観で きているために無理に対象 を知ろ うと踏み込 む必要が無いわけであ
り、またそうせずに済む心性が 「処女性」であると考えられる。 これが 「処女性」 とそれを取 り巻 く 「世
界」 とのあり方である と考えられる。
マ リアと、告知 をもたらした大天使 ガブリエルの間、また神の間には明確な自他関係が確立 されてお り、
その上で彼女たちは密接 な結合 を成 し遂 げているとこの場面は説明されている。 この ような関係 を 「不一
不二」 もしくは 「矛盾的相即」 と玉谷(1985)は呼 び、以下の ように記述 している。
「不一不二 とは、一であるとい うことが同時で二であり、二であることが同時に一であることを意味 し」
ている。対象 と主体は一体であるが二つであ って、二つであるが一体である という意味である。一体であ
りなが ら別々の存在であるとい うことは、一人の人間の 目の中に自分の自我 を中心 に考 えない とい う自我
否定 を媒 介に した自己の新生がなされていなければならず、 この新たに生 まれた目が、対象 を独立 した存
在 として客観的に見ることを可能 にする。その 目は自我の傍 らに寄 り添う客我 と呼べるのかもしれないが、
この客我 はまた客観であ りなが ら、同時に一つの人間の主観であって、 ここでは矛盾を孕みながら成 り立
つ目が存在す ることになる。 この ような、二つの事物が矛盾 しなが ら相即 している関係 を、「矛盾的相即」
と中山(1973)はまた呼んでいる。
マリアが対象 と結んだ関係はこの ような 「不一不二」、「矛盾的相即」の関係であ り、 この ような関係 を
結んだ彼女が、「神の子」 を受胎 した、 というのはなるほど彼女の世界 との関係 をその まま象徴 している
ように も汲み取れる。神 とは世界である とも考 えられる とはここまで述べてきたとお りであ り、彼女は彼
女 を取 り巻 く世界 をその身に内包 しながら、同時に別々の存在 として距離 を取 り、自他 を分化 していると
考 えられる。互いを独立 した もの として客観で きる彼女の態度 は、「処女性」の、世界を知 らず して も自
己が損 なわれることがないという、そのような自律性、独立性に起因する ものと考 えられる。 この 「処女
性」があればこそ、「処女性」の世界では秘密 は秘密 のままに、知 らないことは知 らないままに しておけ
る。対象の秘密 を暴 くことは、対象の独立を損なうことで もある。互いの独立性、主体性 を守 るために知
らないことは知 らないままに してお くことが必要なのであ り、これが 「処女性」の 「稼れな さ」 であると
考えられる。
個 人の知 り得ないどのような世界 を受け入れて尚、揺るがずに保 っていられる自律性、それがマ リアが
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体現 した 「処女性」 のあ り方であ り、「処女性」 と世界 とのあり方 と考えることがで きるだろう。
8終 わ りに
マ リアはイブが犯 した 「原罪」を償い、人類を救済する手助 けを、イエスをこの世に送 り出すことで完
成 させたと説かれてい る。(竹下1998)宗教 的な意味合いはここでは考察 しないこととして、心理学的
にはイブの 「少女性」か らマ リアの 「処女性」へ と女性が推移 していったと考 える と興味深い。発達心理
学的に 「少女性」から 「処女性」へ と段階を踏み、発達 してい くというプロセスを仮定することはできな
いと思われるし、そ もそ も 「少女性」 と 「処女性」が同 じ発達ライ ン上に存在する段階とも限 らない。だ
が、 この二つの心性が このような順序で獲得 され得 る、 とい う示唆であると考 えると、この逸話に見 られ
た推移にその意味 を伺えるのかもしれない。
ここまで 「少女性」 との比較 を通 して 「処女性」 に関する考察を行 ってきたが、無論、 この二者 に発達
的な優劣があると定義 しているつ もりはない し、心性 として どちらに優劣 をつける意図もない。本研究の
目的 とは 「少女性」との比較を通 して 「処女性」 という心性の本質を明 らかにすることである。「少女性」
には 「少女性」の特質があ り、それを生かす ことで人は豊かに生 きることもで きるだろう。「少女性」の
特質は 「処女性」の持 ち得ないそれで もあって、それぞれをより生かせることに意味があると筆者は考え
る。その上で 「処女性」 という心性の意味 を改めて問いなおす と次のように一つは言えるだろう。
「処女性」 とは、どのような運命、身に起 こる現実を受け入れて尚、自我を揺るが されない強さでもあ
る。あ りのままで良いと受け入れ られるこのような力を備 えることで、人は謙虚に、同時に したたかに生
きてい くことが可能になる。こうな りたい と望む理想像に向かって適進 してい くことは、人にとって必要
である一方、過ぎた理想像は自身 とのギャップのために、時 に自我を窮地 に追い こんで しまうこともある
か もしれない。「少女性」 に囚われた少女 は、例 えば、 自分の思うままにな らない身体を持つ 「女性」に
な りた くないと成熟を拒 み、 自身の身体 を自然の流れに逆らってコントロール しようと試みることなども
あるだろう。成熟 した女性の身体は初潮 を迎 え、子 を孕む準備を整える。そんな己の 「意のままのならな
さ」 を克服 しようと過度の自己節制の結果、痩せ衰 えて しまう若い女性などは一つに 「少女性」 に囚われ
過 ぎた と考 えることがで きる。自分の身に起 こる運命 をあ りのままに受け入れ、 「これで良い」 と受 け止
められる力が、このような女性たちにはとても有効になるのである。そ してこの ような 「これで良い」 と
受 け入れ られる力、心性 こそが 「処女性」であると筆者は考えている。
「処女性」 においては、受け入れるに当たって、そこに明確 な、現実に理解で き得る レベルの理由はな
い。河合(1994)は「知 りたい」 と欲求する心、つ まり 「好奇心」をどこでス トップさせるか についての
判断について、このような判断はとても難 しく、以下のようなものであると述べている。
その判断は考えてわかるものではない。これはいわゆる知識 に基づいてな された知的判断ではな く、彼
女の全人格的な反応 として 「ここまで」 という判断が生 じたと言 うべ きであろう。
元型的なものは個人の全人格をかけた決定を要請 し、それのみがその場面 に正 しい答えを与えること
ができるのである。(河合199455頁)
良いか ら良いと、現実の道理には何を問 うこともせずに確信 できる、それが 「処女性」であると考 えら
れる。このような意味で 「処女性」 とは智慧であるとも考えられ、マ リアが受胎告知の場面において聖霊
(ソフ ィア)と 結 びついた ことは意味深いもの とまた読み取 ることができるかもしれない。マ リアは 「こ
こまでで良い」「これ以上は知るべ きではない」 という判断 を下す ことがで きる智慧を身に付 け、同時に
知 らな くても自己を揺るがされることのない独立性 を確立できたということになろ う。
そ してこの ような 「処女性」を獲得す ることは、女性にとって、引いては男性にとって も意味のない こ
とではないと言えるだろう。
冒頭に述べ た繰 り返 しになるが、「処女性」 とは必ず しも獲得 しなければならない心性ではないにせ よ、
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獲得すれば、また豊かな人生を送れるかもしれない、そのような種類である。
「処女性」が どの ような過程 を経て獲得 されるかに関 しては、今回は一切触れなかった。より根源的な、
元型的な意味についてもあまり考察を加えることはで きなかったけれども、「処女性」 とい うもの、同時
に 「少女性」 とい うものの姿の一端は説明で きたのではないかと考えている。
今回説明 した 「少女性」はまた元型論 における 「プエ ラ」とも深 く関わりを持っている と考えられるが、
殆 どその関係を述べ ることもで きなかった。 これらを今後の課題 とし、 より深い、精密 な考察が加えてい
ければと思 っている。
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